
                                                                                                

 

                                                                                                                                     

 

  新学期
しんがっき

が始まって
はじ

、一か月
いっ  げつ

が経ちました
た

。「学校
がっこう

が始まる
はじ

」ことに対する
たい

緊張感
きんちょうかん

から精神的
せいしんてき

に

不安定
ふあんてい

になったり、夜
よる

寝られなく
 ね

なったり、体調
たいちょう

をくずしたりすることもあるので、一人
ひとり

ひとりの

子ども
こ

たちの様子
ようす

を 教職員
きょうしょくいん

全員
ぜんいん

で見守って
み まも

きました。徐々
じょじょ

に子ども
こ

たちは、学校
がっこう

生活
せいかつ

のリズムを

取り戻して
と   もど

きているようです。これも家庭
かてい

のご協力
  きょうりょく

があってのことだと感謝申し上げます
かんしゃもう  あ

。今後
こんご

も

子ども
こ

たちの家庭
かてい

での様子
ようす

を見守って
み まも

いただければと思います
おも

。 

 

 

 

◇◆◇１学期
が っ き

児童
じ ど う

アンケート◇◆◇ 

 校長室
こうちょうしつ

だより「かけはし 8.31号
ごう

」にて、１学期
がっき

児童
じどう

アンケート結果
けっか

を報告
ほうこく

いたしました。今回
こんかい

その結果
けっか

をもと

に報告
ほうこく

いたします。 

 ＊ 〈学力
がくりょく

向上
こうじょう

の取組
とりくみ

〉に関して
かん

は、「授業
じゅぎょう

はわかりやすい」93.2％（目標値
もくひょう ち

90％）、「持ち物
も    もの

の準備
じゅんび

や家庭
かてい

    

学習
がくしゅう

を自主的
じ し ゅ て き

にしている」91.6％（目標値
もくひょうち

90％）でした。「わかった」「できた」を味わえる
あじ

授業づくり
じゅぎょう

のた   

め、授業
じゅぎょう

の「ねらい」を明確
めいかく

にもち、一人
ひとり

ひとりの子ども
 こ

の理解
りかい

を確かめながら
 たし

学習
がくしゅう

を進めます
すす

。また、 

家庭
かてい

学習
がくしゅう

の内容
 ないよう

を工夫
 くふう

し、保護者
ほごしゃ

と協働
きょうどう

し、家庭
かてい

での学習
がくしゅう

習慣
しゅうかん

を定着
ていちゃく

させる取組
とりくみ

を進めます
すす

。 

＊ 〈人権
じんけん

教育
きょういく

の充実
じゅうじつ

）に関して
かん

は、「学校
がっこう

へ行く
 い

のが楽しい
たの

」86.0％、「自分
じぶん

にはよいところがある」83.0％  

（目標値
もくひょうち

85％）、「先生
せんせい

は自分
じぶん

のがんばりをみとめてくれる」94.9％でした。今後
こ ん ご

も子ども
こ

の様子
ようす

をしっ   

かりと観察
かんさつ

して子ども
 こ

の声
こえ

に耳
みみ

を傾ける
かたむ

、それを学校
がっこう

教育
きょういく

にどう生かす
 い

かということを考え
かんが

、取り組んで
 と    く

いきます。 

 ＊〈キャリア教育
きょういく

の推進
すいしん

〉に関して
かん

は、「進んで
すす

あいさつをしている」92.9％、「時間
じかん

いっぱい一生懸命
いっしょうけんめい

そうじ 

をしている」92.4％、「自分
じぶん

には将来
しょうらい

の目標
もくひょう

や夢
ゆめ

がある」89.5％でした。キャリア・パスポートの活用
かつよう

を  

工夫
く ふ う

しながら、今
こん

学期
が っ き

も、将来
しょうらい

の夢
ゆめ

や希望
きぼう

がもてる出会い
で   あ

の場
 ば

を設定
せってい

していきたいと考えます
かんが

。 

＊その他
た

、「悩み
なや

ごとがあったときには、気軽
 きがる

に先生
せんせい

に相談
そうだん

できる」78.0％、「本
ほん

を読む
 よ

のが好き
 す

である」 

76.2％でした。この結果
けっか

を受け止め
う    と

、引き続き
ひ   つづ

、日記
にっき

、生活
せいかつ

綴り方
つづ かた

、家庭
かてい

訪問
ほうもん

・連絡
れんらく

等
など

を通して
とお

関わり
かか

、

子ども
こ

理解
りかい

に努め
つと

、子ども
こ

たちが互い
たが

のくらしや思い
おも

を知り合い
し   あ

、安心
あんしん

して過ごせる
す

環境づくり
かんきょう

に

取り組んで
 と    く

まいります。また、「家庭
かてい

における読書
どくしょ

の時間
じ か ん

（家読
うちどく

）」を提案
ていあん

したいと考えて
かんが

います。読書
どくしょ

を

通して
とお

コミュニケーションを図る
はか

ことにより、家族
かぞく

の絆
きずな

をつくることも、今後
こんご

保護者
ほごしゃ

の皆様
みなさま

と連携
れんけい

し取り
 と

組ん
 く

でいきたいと考えて
かんが

います。 

10月
がつ

には学校
がっこう

運営協
うんえいきょう

議会
ぎかい

を開催
かいさい

して、取組
とりくみ

と結果
けっか

を示し
しめ

、ご意見
    いけん

等
とう

をいただき改善
かいぜん

へとつなげていきます。 

自分の命を守る

ためにはどうした

らよいか 

自分の命を守る

ため自分の命を

守るためにはどう

したらよいか 

にはどうしたらよ

いか 

 

2023．9．28 

 

 

比奈知小学校 校長室だより すべての子どもが、 

「おはよう」から「さようなら」まで、

安心して学べる比奈知小学校に 

 

避難
ひ な ん

訓練
くんれん

 

学校
がっこう

改善
かいぜん

に向けて
む

 
自分
じぶん

の命
いのち

を守る
まも

ためにはどうした

らよいか 

 



人
ひと

と人
ひと

との「信頼
しんらい

」が不可欠
ふかけつ

であると感じた
かん

コロナ禍
か

 

誰
だれ

もが想像
そうぞう

もつかないことが起こり
お

、今
いま

も収束
しゅうそく

はしておりませんが、コロナ禍
か

という危機
 きき

を乗り
の

越える
こ

力
ちから

は「信頼
しんらい

」に尽きる
 つ

と思いました
おも

。人
ひと

が「安心
あんしん

」できるのは、人
ひと

を「信頼
しんらい

」できるからこ

そ「安心
あんしん

」が生まれる
う

ものではないかなと考えます
かんが

。教職員
きょうしょくいん

や子ども
 こ

たち・保護者
ほごしゃ

（サポータ

ー）・地域
ちいき

の皆様
みなさま

にも伝えて
つた

いる「安心
あんしん

安全
あんぜん

な学校
がっこう

を」というスローガンを、学校
がっこう

に行き
 い

たいという

子ども
 こ

の事実
じじつ

に返す
かえ

ためには、学校
がっこう

に子ども
こ

が信頼
しんらい

できる「人
ひと

」がいるということが大切
たいせつ

です。失敗
しっぱい

しても、できないことがあっても、困った
こま

ことがあっても、このことを伝える
つた

大人
おとな

が学校
がっこう

にいるとい

うことです。このことは、子ども
こ

たちの学校
がっこう

アンケート項目
こうもく

；「先生
せんせい

は自分
じぶん

のがんばりをみとめてくれ

る」94.9％という結果
けっか

から読み取れます
よ   と

。しかし、「悩み
なや

ごとがあったときには、気軽
 きがる

に先生
せんせい

に相談
そうだん

できる」

78.0％については、あまり高い
たか

とはいえない結果
け っ か

となりました。今後
こんご

、相談
そうだん

しやすい雰囲気
ふんいき

をつくるとともに、

教育
きょういく

相談
そうだん

の場
ば

をもっていこうとも考えて
かんが

います。 

 「信頼
しんらい

」は、他者
た しゃ

から与えられる
あた

ものではなく、自分
じぶん

の意志
 いし

で感じ取る
かん  と

ものです。そこには自分
じぶん

の

考え
かんが

と判断
はんだん

・行動
こうどう

があります。人
ひと

から与えられた
あた

信頼
しんらい

であるならば、人
ひと

のせいにして終わる
お

ことが

往々
おうおう

にしてあるものです。自分
じぶん

で考え
かんが

、判断
はんだん

し行動
こうどう

する中
なか

で、つながる人
ひと

との関係性
かんけいせい

は、結果
 けっか

を

問わず
 と

人
ひと

のせいにすることなく、自分
じぶん

自身
 じしん

を高める
たか

力
ちから

になります。 

子ども
こ

たちの不安
 ふあん

を安心
あんしん

に変える
か

ためにも、「見えない
 み

学力
がくりょく

：人
ひと

を大切
たいせつ

にする力
ちから

、自分
じ ぶ ん

の考え
か ん が

を

もつ力
ちから

、自分
じ ぶ ん

を表現
ひょうげん

する力
ちから

、チャレンジする力
ちから

を最優先
さいゆうせん

にした学び
まな

を作って
つく

いく必要
ひつよう

があると

感じて
かん

います。この４つの力
ちから

をつけて大人
おとな

になれば、危機的
 ききてき

状況
じょうきょう

に遭遇
そうぐう

した時
とき

であっても、何
なに

を

最優先
さいゆうせん

するのかがブレないで、人
ひと

のせいにしない最善
さいぜん

の策
さく

をなかまと見つけ出す
み     だ

ことができるのでは

ないかと考えます
かんが

。 

 
 
 
 

～  振り返って
  ふ   かえ

みてください ～ 

 保護者
  ほごしゃ

の方
かた

から「うちの子ども
こ

は、私
わたし

が言う
 い

とすぐに『でも・・・・・』と言い返して
い     かえ

きて素直
すなお

に『はい』と言う
 い

ことを聞かないん
 き

です」という話
はなし

を聞く
き

ことがあります。 

 これは一見
いっけん

すると、その子
こ

が指示
  しじ

に従わない
したが

というふうに見えて
 み

しまいます。しかし、「はい」と返事
へんじ

をし

た場合
ばあい

と、「でも」「だって」と言った
 い

場合
ばあい

とでは、どちらが大人
おとな

と数多く
かずおお

やり取り
      と

ができるでしょうか。 

 後者
こうしゃ

の方
ほう

がたくさんやりとりができるのです。「でも」は、もっと「やりとりしてよ」のサインかもしれません

ね。（星槎
せ い さ

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

 みたち まみ 教授
きょうじゅ

より） 

 子ども
 こ

たちの声
こえ

に寄り添い
よ     そ

、話し合う
はな   あ

ことで互い
たが

を理解
りかい

することが大切
たいせつ

であると思います
おも

。「対話
たいわ

」は信頼
しんらい

関係
かんけい

を築く
きず

ためのコミュニケーションです。 

 

  

５年生
  ねんせい

が、田中
たなか

区長
くちょう

さんをはじめ地域
ちいき

の方々
かたがた

に鎌
かま

の使い方
つか   かた

等
とう

を教えて
 おし

いただきながら、

稲刈り
いね か

をしました。収穫
しゅうかく

したお米
   こめ

で１２月
    がつ

学年
がくねん

行事
ぎ ょ う じ

として『おにぎりパーティ』を計画
けいかく

していま

す。 


